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１．研究計画の概要 
 本研究は、西インド、マハーラーシュトラ
州におけるヒンドゥー教巡礼地のうち、特に
シヴァ神およびガネーシャ神の寺院に関し
て、現代ヒンドゥイズムの巡礼地の現状と社
会的機能を明らかにするとともに、ヒンドゥ
イズム巡礼地における汎インド的要素と地
方的要素の関係性を明らかにすることを目
的とする。そのため本研究においては、シヴ
ァ神の巡礼地「12ジョーティル・リンガ」の
うちマハーラーシュトラ州にある複数の寺
院、およびガネーシャ神の巡礼地「８ヴィナ
ヤク」を取り上げ、現地調査と文献研究を行
う。 
 (1) 現地調査に関しては、ジョーティル・
リンガについてはマハーラーシュトラ州に
ある５つのリンガ寺院を調査し、成立の歴史、
寺院構造、儀礼行為等の分析より現状及び社
会的機能を考察する。８ヴィナヤクについて
は、州内の 8つの寺院を調査し成立過程や儀
礼行為等の現状を明らかにする。 
 (2) また文献研究に関してはプラーナ文
献等のサンスクリット文献やヒンディー、マ
ラーティー語等の文献の関連箇所の内容検
討を行う。また関連文献の記述よりこの地域
のガネーシャ信仰について考察する。 
 (3)以上の(1)(2)およびネパールのシヴァ
信仰との比較により、現代ヒンドゥイズムに
おける巡礼地の役割と、巡礼地における汎イ
ンド的要素と地方的要素の相違と関連性を
探る。 
  
２．研究の進捗状況 
 (1)現地調査に関しては、平成20年度には
インドに 2度出張し、マハーラーシュトラ州

にある５つ全てのジョーティル・リンガ寺院
および比較対象としてアーンドラ・プラデー
シュ州のジョーティル・リンガ寺院を調査し
た。これらの調査からジョーティル・リンガ
寺院の巡礼や礼拝の実態がある程度明らか
になった。また 8ヴィナヤク寺院に関しても
同時期に調査を行い資料収集も行った。平成
21 年度、22 年度においてはマハーラーシュ
トラ州と比較考察を行うためネパール、カト
マンドゥ盆地におけるシヴァ神、ガネーシャ
神および関連の女神を祀る寺院を調査しイ
ンフォーマントからの情報や映像資料等の
収集を行った。ネパールとの比較においては、
タントリックな要素を含むネパールに対し、
その要素を含まないマハーラーシュトラ州
の信仰形態の特色が明らかとなった。 
(2)文献研究に関しては、大部のプラーナ
文献等のヒンドゥイズムの文献資料からリ
ンガ崇拝、シヴァ崇拝、ガネーシャ崇拝に関
する記述を整理し、そこに述べられるシヴ
ァ・リンガ崇拝の性格およびリンガの象徴性
等について考察を行った。特に『シヴァ・プ
ラーナ』第 4巻「コーティ・ルドラ・サンヒ
ター」に述べられる 12 ジョーティル・リン
ガ寺院の縁起譚やリンガ供養の形式などを
詳細に分析し、その特色を考察するとともに
古典文献に述べられた寺院縁起や礼拝式な
どが現代インドのヒンドゥー寺院における
信仰形態にどの程度の痕跡を留めているか
を考察する材料を得ることができたと思わ
れる。 
 (3)現在まで以上の(1)、(2)を踏まえ、現
代ヒンドゥイズムにおけるシヴァ神を中心
とする信仰形態の現状と特色、およびそこに
おける汎インド的要素と地方的要素との比
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較等の考察をある程度まで進めてきており、
中間考察として学会発表および論文発表等
を行ってきた。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
(理由) インド、ネパールにおける現地調査
は現在まで現地に大きな社会不安もなく順
調に進行してきており、十分な資料も入手で
きた。またそれを踏まえての考察や文献研究
もある程度順調に進んでいると考えられる。
特に当初の計画に追加してネパールのヒン
ドゥー教を視野に入れて研究を進めたこと
は、ヒンドゥーを南アジア全体から効果的に
見る手立てを与え、課題であるマハーラーシ
ュトラ州の特色を浮き彫りにできると思う
ので、判断としては妥当であったと考えられ
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)現地調査に関しては、最終年度である

平成 23 年度はインド、ネパール両地域に再
び出張し、現在まで生じた疑問を明らかにす
るために僧侶等のインフォーマントおよび
現地研究者への聞き取り調査に重点を置く。 
 (2)文献研究に関しては、現在までは現地
調査の補助的手段として行ってきているが、
今後は『シヴァ・プラーナ』のジョーティル・
リンガを記述した部分の和訳・註解など、文
献学的な成果も発表していくことに重点を
おいて進めていきたい。 
 (3)以上(1)､(2)を踏まえての考察に関し
ては、現代ヒンドゥイズムにおける信仰形態
の現状についてはある程度なされているが、
汎インド的要素と地方的要素との関連性の
考察はまだ不十分と思われるので、特に後者
の考察を重点的に行っていきたい。 
  
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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